
池波正太郎=原作小野田勇=脚色鈴木龍男=演出

高木康夫=美術池辺晋一郎=音楽寺田義雄=照明小倉潔=効果
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《
あ
ら
す
じ
》

若
い
頃
か
ら
"
昼
行
燈
"
と
縛
名
さ
れ
て
い
た
大
石
内
蔵
助
(
梅
雀
)
は
、

ひ
よ
ん
な
こ
と
か
ら
わ
り
な
い
仲
に
な
つ
た
女
中
の
お
幸
を
追
つ
て
京
へ
。

そ
こ
で
京
都
藩
邸
詰
め
に
な
つ
て
い
る
幼
訓
染
み
の
小
平
次
(
矢
之
輔
)
と

再
会
し
、
小
平
次
が
出
入
り
す
る
京
扇
問
屋
の
恵
比
須
屋
市
兵
衛
の
指
南

で
女
遊
び
を
修
業
…
…
。

祖
父
の
死
で
赤
穂
五
万
三
千
石
の
国
家
老
を
継
い
だ
内
蔵
助
は
、
や
が

て
但
馬
京
極
家
の
家
老
の
娘
り
く
(
妻
倉
)
を
妾
る
。
婚
礼
の
夜
、
「
疲
れ
て

い
よ
う
。
今
夜
は
ゆ
る
り
と
静
か
に
寝
る
が
よ
い
。
案
ず
る
な
、
明
夜
、
ゆ

る
り
と
な
」
と
い
た
わ
る
内
蔵
助
だ
つ
た
。

内
蔵
助
は
江
戸
の
浅
野
家
上
屋
敷
で
若
い
藩
主
、
内
匠
頭
(
邦
次
郎
)
か

ら
お
家
断
絶
に
な
つ
た
備
中
松
山
城
の
受
領
使
を
お
お
せ
つ
か
る
。
夫
人
阿

久
利
(
の
ち
瑶
泉
院
)
は
内
蔵
助
を
頼
り
に
…
…
。

松
山
城
の
城
代
家
老
轄
見
は
名
も
同
じ
内
蔵
助
。
城
を
枕
に
討
ち
死
覚

悟
と
の
風
説
流
れ
る
な
か
、
武
装
せ
ず
平
服
で
城
に
乗
り
込
ん
だ
大
石
内

蔵
助
の
春
風
齢
蕩
ぶ
り
に
、
武
骨
一
徹
の
轄
見
は
…
…
。

十
年
後
、
赤
穂
に
届
い
た
「
内
匠
頭
殿
中
刃
傷
」
の
急
報
に
,
 
国
を
守
つ
て
平

穂
に
暮
ら
し
平
凡
に
生
き
た
い
"
と
い
う
内
蔵
助
の
願
い
は
破
れ
た
。

英
雄
謂
で
は
な
い
、
人
間
臭
あ
ふ
れ
る
ド
ラ
マ
。

池
波
正
太
郎

あ
の
事
件
が
起
ら
な
か
つ
た
ら
、
浅
野
家

の
国
家
老
と
し
て
の
名
も
残
ら
な
か
つ

た
ろ
う
。
・
-
・
モ
略
)
…

人
間
と
い
う
も
の
は
絶
体
絶
命
の
逆

境
に
立
つ
た
と
き
で
な
い
と
真
価
は
あ

ら
わ
れ
ぬ
。

私
は
小
説
【
お
れ
の
足
音
U
で
大
石
内

蔵
助
を
書
い
た
と
き
、
こ
う
し
た
彼
の

人
柄
に
強
く
魅
了
さ
れ
た
。
 
.

…
(
後
略
)
…

(
I
九
七
九
モ
帝
国
劇
場
公
演
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
よ
り
抜
す
い
)

内
蔵
助
と
い
う
人

あ
の
〔
忠
臣
蔵
〕
事
件
が
起
こ
る
ま
で

の
大
石
内
蔵
助
は
’
ま
こ
と
に
平
凡
な

日
々
を
送
つ
て
い
た
。

愛
妻
と
愛
子
た
ち
に
囲
ま
れ
、
重
要

な
公
務
は
他
の
家
老
や
重
臣
を
信
頼
し

て
ま
か
せ
、
焼
き
昧
晴
を
肴
に
�
酌
を

た
の
し
み
、
た
ま
さ
か
に
江
戸
や
京
都

に
出
る
折
が
あ
れ
ば
、
庶
民
的
な
遊
里

へ
足
を
蓮
ん
だ
り
し
て
、
そ
れ
こ
そ
一

国
の
国
家
老
に
し
て
は
、
お
も
い
も
か

け
ぬ
よ
う
な
遊
び
を
知
つ
て
は
い
た
が
、


